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● 現在の研究について 

〇がん看護に関する研究 

乳がん患者は、家事や子育てのほか、職業をも 

っていることも多く、加えて、介護経験に直面す 

るなど社会的役割の多い年代にあります。また、 

医療システムの変化に伴い、治療の多くは外来通 

院で行われるようになっています。このような状 

況のなかで乳がん患者は、手術療法や放射線療法、 

化学療法、ホルモン療法などさまざまな治療法の 

中から自ら治療を選択し、治療を継続していくこ 

とが求められています。 

外来放射線治療を受ける乳がん患者の治療開 

始前の心の準備状況や治療中の気分の変化、また、 

外来化学療法を受ける乳がん患者の生活上の問 

題とその対応などを通して、治療の選択・継続を 

支える看護支援を検討しています。 

 

〇看護基礎教育に関する研究 

看護職者には、より患者の視点に立った質の高

い看護の提供が求められています。質の高い看護

の提供のためには、的確な知識と看護技術に基づ

いた看護過程の展開が必要となります。しかし、

看護基礎教育における看護技術に関しては、学生

の看護技術の実践の範囲や機会が限定されてい

る傾向にあり、臨地実習での看護技術の実践の難

しさが課題となっています。 

卒業時の看護技術能力の向上を目指して、学内 

の看護技術演習において、補助教材の開発を行っ

ています。また、演習・実習等の学修成果を評価

し、教育内容・方法の充実を目指しています。 

 

● 今後進めていきたい研究について 

＊がんと共生しながら自分らしい生活を続ける

ことを支える看護に関する研究 
＊看護基礎教育における学修成果の評価に関す

る研究 

 

 

 

● 地域• 社会と連携して進めたい内容 

がん治療を実施している施設と連携し、治 

療の選択・継続を支える看護支援プログラム 

を開発・評価していきたいと考えています。 

 

 

 

● これまでの連携実績 

 

 

 


